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要約 

学ᰯで育まれる力には㸪学力などの認▱的⬟力とはูに㸪動ᶵ࡙けや自ᕫᴫᛕなど認▱的⬟力以外の⥲⛠である㠀認

▱的⬟力がある。これらに関して㸪学ᰯというሙがどのようにᙳ㡪を୚えているのかを㸪学ᰯ㢼ᅵ研✲および㠀認▱

的⬟力研✲のᴫ観から検討した。その⤖ᯝ㸪心㌟ともにᏳ඲であり㸪ᑛ重される関係性をᇶ┙とした୰で㸪ேと交ὶ

しながら学べる学ᰯ㢼ᅵが඲యとして㸪㠀認▱的⬟力の⋓得に⫯定的なᙳ㡪を୚えると考えられた。これらから㸪㠀

認▱的⬟力をྵめた学ᰯ教育のຠᯝ的な在り方を考える上で㸪㢼ᅵというど点が重要であることが♧၀された。௒後

の課題としては㸪学ᰯ⎔ቃがどのようにಶேにᙳ㡪を୚えるのかのࣟࣉセスなどをよりヲ⣽に検討することがあげら

れた。 
キー・ワード㸸学ᰯ⎔ቃ㸪学ᰯ㢼ᅵ㸪㠀認▱的⬟力 

 

I 学校で㠀ㄆ▱的⬟ຊࢆ育むにࡣ 

 学ᰯで育まれる力には㸪認▱的⬟力のࡳならࡎ㸪

㠀認▱的⬟力もあることに㸪㏆年㸪ὀ┠が㞟まっ

ている（OECD, 2018 ;文部⛉学省, 2008 / 2018 ; 
Heckman & Rubinstein , 2001）。認▱的⬟力は㸪

いࡺࢃる学力に相当するものであり㸪IQや学ᴗ㐩

ᡂで 定される。一方で㸪㠀認▱的⬟力は㸪認▱

的⬟力以外の力を指し㸪パーࢼࢯリࢸィ特性㸪動

ᶵ࡙け㸪自ᕫຠ力ឤ㸪♫఍性㸪㐨ᚨ性などᖜᗈい

⬟力が᝿定されている（Heckman & Rubinstein, 
2001）。 
 㠀認▱的⬟力は㸪主に教育⤒῭学の୰で検討さ

れてきたが㸪ດ力や教育によって㌟に௜けられる

スキࣝとして㸪ᑗ来の♫఍的ᡂຌやwell-beingを

予 するなど㸪ே生に長ᮇ的なᙳ㡪を୚えるもの

として▱られている（Heckman & 
Rubinstein ,2001 ; Kautz, Heckman, Diris, 
Weel & Borghans, 2014 ; Lee& Ohtake,2014）。   
 では㸪それらの⬟力を㸪子どもは㸪どのように

学ࡪのだࢁうか。従来㸪認▱的な⬟力は㸪ᤵᴗで

の▱㆑の⋓得など㸪より直᥋的な教⛉学習によっ

て⋓得されると考えられ㸪教師の指導方␎や教⛉

内容の⢭㑅など㸪教ᤵ学習活動の検討が行ࢃれて

きた。一方㸪㠀認▱的⬟力は直᥋に教ᤵされると

いうよりも㸪学ᰯ生活の୰での㞟ᅋでのၥ題ゎỴ

など㸪学ᰯ生活඲యを㏻して生ࡌる子どものᵝࠎ

なయ㦂からᇵࢃれることが考えられる。そのよう

に考えれࡤ㸪య㦂を㏻して学ࡪሙ㸪あるいはయ㦂

の⯙ྎであり㸪それを支えるሙとしての学ᰯ⎔ቃ

がどのようなものであるのかによって㸪య㦂や学

びの㉁がᕥྑされることも予᝿される。つまり㸪

㠀認▱的⬟力の育ᡂには㸪認▱的⬟力の育ᡂ以上

に㸪多ᵝな学びをಁ進する学ᰯ⎔ቃが重要になっ

てくるのではないだࢁうか。 
  
Ⅱ 学校とい࠺場に╔目ࡍる必要性 

 学ᰯ⎔ቃについては㸪これまで᝟⥴的な㢼ᅵす

なࢃち学ᰯ㢼ᅵや㸪学ᰯ文化など多ᵝなഃ㠃から

検討されてきた。 
学ᰯ文化は㸪学ᰯにいるேに共有された࢜ࢹ࢖

 ; れている（Hoy, 1990ࢃーであると言ࢠࣟ
MacNeil, Prater & Busch, 2009）。 
一方で㸪学ᰯ㢼ᅵは㸪そのሙにいるேの行動を

ᇶ┙とし㸪学ᰯがどのようにそこにあるのかとい

う心理♫఍的な⎔ቃのあり方である。学ᰯ㢼ᅵは㸪

⎔ቃとయ㦂や学びを፹௓するものとしても考えら

れてきた（Moos,1979）。 
つまり㸪学ᰯ文化はேがពᅗしてసりฟしๅ新

されていくものであるのにᑐし㸪学ᰯ㢼ᅵは㸪⎔

ቃそのものがᣢつ性㉁であり㸪ሙがసりฟす⎔ቃ

からே࡬の፹௓≀とᤊえられる。学ᰯでの㠀認▱
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的⬟力の育ᡂを考えたሙྜ㸪学びの⏘≀ともいえ

る学ᰯ文化だけでなく㸪学びを፹௓し学びのሙ඲

యから㔊ᡂされる学ᰯ㢼ᅵに╔┠することも必要

と考えられる。 
 
 １．学校㢼ᅵとࡣ 

 学ᰯ㢼ᅵは㸪๓㏙のように㸪その学ᰯの᝟⥴的

なഃ㠃をྵࡴいࡤࢃ学ᰯの性格とも言えるもので

あり㸪ㅖ外ᅜでは100年以上๓から研✲されてき

た（すᮧ,2017）。また㸪࢔カࢡࢵ࣑ࢹな研✲だけ

でなく㸪例えࡤᑡなからࡠ受㦂生が㸪ᚿᮃᰯ㑅ᢥ

の㝿に学ᰯ㢼ᅵを考៖する（ᰠᓮ・⏥ ,ᩫ 2008）
など㸪日ᖖ的なឤぬとしても㸪学ᰯ㢼ᅵのᏑ在は

ᗈく▱られている。しかしその一方㸪学ᰯ㢼ᅵは

」㞧な事㇟であり㸪定⩏が㞴しいことが指᦬され

（Anderson , 1982）㸪⌧在に⮳るまで㸪その定⩏

についても㆟論が⥆いている（例えࡤ㸪Wang& 
Degol,2016 ; Rudasill, Snyder, Levinson & 
Adelson, 2018）。⤖ᯝとして㸪᫂☜で一㈏した定

⩏は⌧在も定ㄝ化していない。 
たとえࡤ㸪 定ྍ⬟でかつ学ᰯ⎔ቃのᨵၿに関

する学ᰯ㢼ᅵのᵓᡂ要⣲にὀ┠した定⩏として㸪

National School Climate Council（2007）がレࣅ

ューより定⩏したࠕ学ᰯ㢼ᅵは㸪学ᰯ生活の⤒㦂

のパターンの上にᡂり立ち㸪学ᰯのつ⠊㸪┠ᶆ㸪

౯್観㸪ᑐே関係㸪指導や学習の習័㸪学ᰯの⤌

⧊ᵓ㐀を反ᫎし㸪学ᰯ生活の㉁と特ᚩを♧すࠖが

ある。これは㸪ヲ⣽なレࣅューよりᵓᡂされたこ

とから⏝いられていることが多い定⩏である（例

えࡤ㸪Reavesa, McMahona, Duffya, & Ruiza, 
2018）。日本でも㸪この定⩏をもとにᑻ度の㛤発

が行ࢃれている（すᮧ,2017）。 
  
 2．学校㢼ᅵのḟඖ 

 それでは㸪学ᰯ㢼ᅵをᵓᡂする要⣲（次元）と

してどのようなものがᥦ㉳されているだࢁうか。

次元も定⩏と同ᵝに㸪研✲者間に一㈏したものは

なく㸪ྛ研✲者によって␗なっている。しかし㸪

おおよそ共㏻する主な次元として㸪ձᏳ඲㸭Ᏻ心

に関する次元㸪ղ関係性に関する次元㸪ճ教ᤵ・

学習に関する次元㸪մ≀理的な⎔ቃや⤌⧊ᵓ㐀に

関する次元の4つがある（Wang& Degol,2016 ; 
Rudasill et al., 2018）。 
これら4つの次元にఱをྵࡴかについても㸪次

元そのものと同ᵝに㸪研✲者ごとに␗なる要⣲が

指᦬されている。Cohen, McCabe, Mighelli & 
Pickeral （2009）とWang& Degol（2016）はໟ

ᣓ的なレࣅューより㸪それらにྵまれるものを表

1のように整理している。 
 まࡎ㸪ձᏳ඲㸭Ᏻ心についての次元は㸪㌟య的

なᏳ඲のಖ㞀と᝟⥴的なᏳ඲㸪୪びにつ⠊やつᚊ

の在り方がྵまれている。 
 次に㸪ղ関係性についての次元は㸪多ᵝ性のᑛ

重㸪子どもや教師㸪スタࢵフ➼の関係の㉁㸪学ᰯ

にᑐするᖐ属ព㆑や学ᰯとのつながりがྵまれる。

Cohen et al.（2009）では㸪ಖㆤ者との関係もྵ

めているのが特ᚩ的である。 
 次に㸪ճ教ᤵ・学習に関する次元は㸪学習指導

の㉁やホ౯の方ἲ㸪教師࡬の支援యไなどがྵま

れている。加えて㸪Wang & Degol （2016）で

は㸪指導方ἲやពḧ（動ᶵ࡙け）ྵ まれ㸪Cohen et 
al.（2009）は学ᴗだけでなく♫఍性やឤ᝟につい

ての学習も᫂☜にྵࡴことが特ᚩ的である。 
 最後に㸪մ≀理的な⎔ቃと⤌⧊ᵓ㐀に関する次

元では㸪Ύ₩さなどの学ᰯのᘓ≀のᵓ㐀という≀

理的⎔ቃの他㸪カリキュラムや課題活動のタ定と

いう㸪学ᰯ⎔ቃの⤌⧊やᵓ㐀㠃がྵまれている。 
 こうした要⣲は㸪学ᰯ㢼ᅵをᵓᡂするものとし

て㸪ዲましい学ᰯ㢼ᅵ࡙くりや㸪学ᰯ㢼ᅵが子ど

もたちに୚えるᙳ㡪の検討などにおいてὀ┠すべ

き要⣲と考えられる。 
 そこで㸪本研✲では㸪㠀認▱的⬟力の⋓得に学

ᰯ㢼ᅵがどのようにᙳ㡪しているのかを㸪これら

の要⣲をᡭ᥃かりにᴫ観し㸪㠀認▱的⬟力育ᡂに

関ࢃる学ᰯ㢼ᅵのᙳ㡪について検討する。 
 
Ⅲ 㠀ㄆ▱的⬟ຊに学校㢼ᅵࡣᙳ㡪ࡍるのか 
  
 １�学校㢼ᅵ研究からࡳる㠀ㄆ▱的⬟ຊにᙳ㡪

 学校㢼ᅵのㅖ要⣲ࡍࡰཬࢆ

 従来の学ᰯ㢼ᅵ研✲において㸪㠀認▱的⬟力は㸪

どのような学ᰯ㢼ᅵによって育まれるといࢃれて

きたのだࢁうか。 
とつには㸪学ᰯ㢼ᅵを大きく⫯定的なものとࡦ 

ྰ定的なものに2ศし㸪それらのᙳ㡪を検討した

一㐃の研✲がある。例えࡤ㸪ᛮ᫓ᮇは自ᕫᢈุ的

になる時ᮇであり㸪㐣度な自ᕫᢈุは子どもの࣓

ンタࣝ࣊ࣝスにᝏᙳ㡪をཬࡰすሙྜがあるが㸪⫯ 
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定的な学ᰯ㢼ᅵはそのᙳ㡪を⦆࿴するというሗ࿌

がある（Kuperminic, Leadbeater, & Blatt , 
2001）。同ᵝに㸪⫯定的な学ᰯ㢼ᅵは㸪学習࡬の

動ᶵ࡙け（Eccles et al., 1993）㸪୰学生の自ᑛ心

（Hoge㸪Smit & Hanson㸪1990）㸪自ᕫᴫᛕ

（Reynolds, Jones, Leger, & Murgatroyd, 1980）㸪
レジリ࢚ンス（Cohen ,2013）㸪♫఍性や᝟動の学

習（Sugai & Horner, 2006）㸪⢭⚄的೺ᗣ（Payton 
at el., 2008 ; Shochet, Dadds, Ham, & 
Montague, 2006; Way, Reddy, &Rhodes, 2007）
にṇのᙳ㡪があることが指᦬されている。 

 さらに学ᰯ㢼ᅵを㸪ඛの4つの㢼ᅵ次元にศけ

て考えると㸪それらの次元と㠀認▱的⬟力につい

て次のようなことが᫂らかになっている。 
 まࡎ㸪Ᏻ心・Ᏻ඲の次元については㸪Ᏻ心・Ᏻ

඲な㢼ᅵが㸪♫఍性と᝟動の学習㸪⫯定的な自ᕫ

ᴫᛕ࡬のṇのᙳ㡪することが指᦬されている

（Durlak et al., 2011）。ලయ的には㸪子どもが᝟

⥴的なᏳ心ឤを得ていること㸪ၥ題行動にᑐして

教師が㐺ษなែ度であることなどが㸪㠀認▱的⬟

力を増加さࡏるという⤖ᯝである（Durlak et al., 
2011）。この次元は㸪୰学生と㧗ᰯのḞᖍ⋡㸪㧗

ᰯ生の୰㏥㸪ᰯ内ᭀ力㸪⸆≀の使⏝などのಖㆤ要

ᅉにもなる（Thapa et al.,2013; Wang& Degol, 

ݫ࣏ &RKHn�0FFDEH��0LJKHOOLˏ�3LFNHUDO�2009�ΓΕҲ部ൊਰ :DnJ	�'HJRO（2016）Ҳ部ൊਰ
⾝体的な安全
ΔΗΖɼ๭ྙ等Ͷଲͤͣ״ժɼਐ体దͶ҈全ͫͳܯ管理ؽث
Ζ学校のସౕ

⾝体的安全
๭ྙΏܺߊ性の఑ݶɼਫ਼ైΏηνρϓ͗҈ৼ״Νಚͱ͏Ζ͞ͳ

社会的ー情動的な安全
ਕࠫͶଲͤΖସౕɼ͏ͣΌͶଲͤΖଲԢʙସౕɼᷦ౽մ݀ݺ

社会的、情動的安全
͏ͣΌΩΤϱιϨϱήͶͯ͏ͱ

ʗ
規律と規範
ᷦ౽մ݀ɼ学校のϩʖϩ΃の৶བΏ߻қ

多様性の尊重
୉ਕಋ࢞ࢢ�ʹ΍ʖࢢ�ࢥگʹ΍ಋ࢞のؖܐɼฑ等͵ؽճɼ
ಋ学सڠ

多様性の尊重
ޮฑ״ɼࣙक性ɼқ݀ࢧఈのؽճɼชԿదـͰ͘

コミュニティとコラボレーション
学校αϝϣωτΡのؖ༫ɼ学校のқ݀ࢧఈ΃の਎のࢂՅɼ
学सͳߨಊͶଲͤΖ਎ͳࢥگのو൥の༙ڠ

関係性の質
ηνρϓͳਫ਼ైのؖܐの࣯ɼ৶བؖܐ

ʗ
パートナーシップ
αϝϣωτΡϟϱώʖΏྈ਎のՎͪͤ役ׄ

モラールとつながり
ਫ਼ైͺ೦ৼ͵学संɼηνρϓͺࣆ࢕Ͷ೦ৼɼਫ਼ైͺ1ਕ以上
の୉ਕͳͯ͵͗Ε͍͗Ζɼ学校΃のຮଏ״

つながり
αϝϣωτΡの݃଍ɼؾ଒қࣟɼਫ਼ైの׈ಊ

指導の質
ਫ਼ైのୣ੔ͶଲͤΖ⾼͏غଶɼଜ॑͠ΗΖͤ΄ͱの学सην
΢ϩɼචགྷ͵ͳ͘Ͷ఑͠ڛΗΖ⽀援

指導と学習
غのࢥگのқཋɼਫ਼ైのқཋɼࢥگଆの࣯ɼਫ਼ైの඲Ճɼߑ
ଶɼୣ੔໪ඬのߑଆ

社会的、感情的および倫理的学習
ऀճద״৚ద͕Γ;学ढ़ద学सの඲Ճࢨ�಍ɼଡ༹͵ʰஎ೵ʱ
の඲Ճɼ෾໼ؔのͯ͵͗Ε

ʗ

専⾨能⼒の開発
学सͳܩକద͵րવの⽀援ɼ体ܧద͖ͯܩକదͲ͍Ζ઒໵性
の学सɼ学校εητϞ඲Ճ

専⾨能⼒の開発
ΠΩυϝρέϪϑϣʖͳ඲Ճ઒໵گүࣰભɼ੔ௗのؽճ

リーダーシップ
⽀援��2ਕの学校のࢨ಍ं͗学校のਕʓΝ⽀͓Ζ

リーダーシップ
管理職のࢥگ⽀援�ɼΨʖϕϱ͵αϝϣωίʖεϥϱ

環境-構造
ੜ݁͠ɼηϘʖηͳϨλʖηɼΩϨΫϣϧϞɼ՟׈֐ಊ

環境
ੜ݁͠ɼݒ෼の࣯ɼԽڻઅඍ͵ʹ

ʗ
組織構造
έϧηのਕ਼ɼਫ਼ైΏࢥگの਼ɼ՟׈֐ಊ

ʗ
利⽤可能な資源
Ϩλʖηɼٗढ़の༙ڠ

҈ৼʀ҈全

性ܐؖ

दʀ学सگ

෼理దڧ؂ʀ
ૌ৭ߑଆ

表 1 学校㢼ᅵのḟඖにࡘい࡚のẚ㍑ 
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2016）。そして㸪子どもと学ᰯの⫯定的な関係を

సるためのᇶ┙として㸪学ᰯ生活を直᥋にᕥྑす

る重要な要⣲の一つと考えられる（Thapa et 
al.,2013 ; Rudasill et al., 2018）。 
 次に㸪関係性の次元については㸪♫఍性や᝟動

の学習（Blum, MosNeely, & Rinehart, 2002）㸪
୰学生の自ᑛ心（Jia et al., 2009）に㸪Ⰻዲな関

係性がṇのᙳ㡪をᣢつといࢃれている。ලయ的に

は㸪࿘ᅖからᑛ重されていること㸪Ẽにかけても

らえているというឤぬ㸪学ᰯとのつながりが㸪教

師との࣏ࢧーࢸィࣈな関係や生ᚐ同士のⰋዲな関

係のᏑ在が㸪㠀認▱的⬟力にᙳ㡪すると考えられ

ている（Cohen et al., 2009 ; Wang& Degol, 
2016）。この次元は㸪Ᏻ心・Ᏻ඲の次元と同ᵝに㸪

୰学生と㧗ᰯのḞᖍ⋡㸪㧗ᰯ生の୰㏥㸪ᰯ 内ᭀ力㸪

⸆≀の使⏝などのಖㆤ要ᅉとなると指᦬されてい

る（Thapa et al.,2013 ; Wang& Degol, 2016）。 
 同ᵝに㸪教ᤵ・学習については㸪ዲましい教ᤵ・

学習⎔ቃが㸪子どもの動ᶵ࡙けおよび他のேのព

見をᑛ重するែ度にᙳ㡪するとされる（Griffith, 
2000）。ලయ的には㸪ᤵᴗの୰での相஫学習や㸪

自ศのព見を表᫂し受けධれられることがṇのᙳ

㡪をᣢつといࢃれている（Thapa et al.,2013 ; 
Wang& Degol, 2016）。 
 最後に㸪≀理的⎔ቃや⤌⧊ᵓ㐀に関しては㸪㠀

認▱的⬟力࡬のᙳ㡪の指᦬はᑡなく㸪௒後の検討

が必要であるとされている（Wang& Degol, 
2016）。 
 このように㠀認▱的⬟力については㸪学ᰯ㢼ᅵ

の多ᵝなഃ㠃がᙳ㡪を୚えていることがࢃかる。 
さらに学ᰯ㢼ᅵは㸪㠀認▱的⬟力に関してだけ

でなく㸪学ᴗ㐩ᡂに関してもᙳ㡪が指᦬されてい

る。学ᴗ㐩ᡂについては㸪ᑠ学ᰯから㧗ᰯまでを

㏻して一㈏して㸪⫯定的な学ᰯ㢼ᅵが㧗い学ᴗ㐩

ᡂと関㐃することが▱られている（Thapa et al., 
2013）。また㸪♫఍⤒῭的にᜨまれないことは㸪

子どもの学ᴗ㐩ᡂに㈇のᙳ㡪を୚えるが㸪⫯定的

な学ᰯ㢼ᅵは㸪そうした㈇のᙳ㡪を⦆࿴するとい

うሗ࿌もある（O'Malley, Voight, Renshaw,& 
Eklund, 2015 ; Astor, Benbenisty , & Estrada, 
2009）。   
 このように㸪学ᰯ㢼ᅵは㸪ᵝࠎな要⣲を㏻して

㠀認▱的⬟力にᙳ㡪を୚え㸪同時に認▱的⬟力（学

ᴗ㐩ᡂ）やၥ題行動にもᙳ㡪をཬࡰす。 
子どもの学ᰯでの学びは㸪多ᵝな活動を㏻して

㠀認▱㠃と認▱㠃が相஫に関㐃しあい㸪㠀認▱的

⬟力の発㐩が認▱的⬟力のᡂ長を支え㸪また認▱

的⬟力が㠀認▱的⬟力を支えるなど㸪⥲ྜ的なᡂ

長をもたらしていると考えられる。上記でᴫ観し

たように㸪いࡌめ➼のၥ題にᑐするつᚊや姿勢が

共有され㌟య的・心理的にᏳ心やᏳ඲をឤࡌられ

ること㸪子ども同士㸪教師と子ども同士などの学

ᰯの୰のⰋዲな関係がある୰で㸪㠀認▱的⬟力が

育まれると考えられた。 
   
ࢆる㠀ㄆ▱的⬟ຊにᙳ㡪ࡳの௚の研究からࡑ�2 

ཬࡍࡰ学校㢼ᅵのㅖ要⣲ 

 上記のように㸪学ᰯ㢼ᅵは多㠃的に㠀認▱的⬟

力の育ᡂにᙳ㡪しているが㸪こうした学ᰯ㢼ᅵ研

✲だけでなく㸪㠀認▱的⬟力研✲の୰にも㸪ඛ㏙

した4次元にྵまれ⎔ቃ要ᅉとࡳなࡏるような要

⣲と㠀認▱的⬟力の関㐃を検討した研✲がある。 
ここでは㸪学ᰯ㢼ᅵにそれらの研✲をᴫ観し㸪

㠀認▱的⬟力研✲から見いだされる⎔ቃ要ᅉを学

ᰯ㢼ᅵの4つの次元に整理し㸪㠀認▱的⬟力にཬ

ていきたい。㠀認▱的⬟力とࡳすᙳ㡪をさらにࡰ

しては㸪学ᰯ㢼ᅵとの関㐃が指᦬されている㸪動

ᶵ࡙け㸪自ᕫᴫᛕ㸪♫఍性と㐨ᚨ性㸪レジリ࢚ン

スの4つとする。 
 
 1） 動ᶵ࡙けにᙳ㡪をཬࡰす学ᰯ㢼ᅵのㅖ要⣲ 
 動ᶵ࡙けの研✲より㸪学ᰯ㢼ᅵの4次元にྵま

れる要⣲との関㐃を見ฟし整理した（表2）。 
 まࡎ㸪関係性の次元との関㐃では㸪教師࡬のಙ

㢗ឤが教師との関係性の⥔ᣢの動ᶵ࡙けに関係す

るという指᦬や（୰஭,2015）㸪教師からのホ౯

ᠱᛕが教師࡬のಙ㢗ឤを㏻ࡌて学習࡬の取り⤌ࡳ

にᙳ㡪を୚えるྍ⬟性が♧၀されている（㮵

ẟ,2018）。 
 次に教ᤵ・学習の次元との関㐃では㸪動ᶵ࡙け

を㧗めるᤵᴗࣔࣝࢹのຠᯝが検討されている（例

えࡤ㸪Keller,1979; Maehr & Midgley , 1991）。

日本ᅜ内においても㸪㧗ᇉ・⏣∎・୰す・Ἴ・佐ࠎ

ᮌ（2009）はᑠ学ᰯ6年生の理⛉のᤵᴗにおいて㸪

動ᶵ࡙けを㧗めるためのTARGETᵓ㐀ࣔࣝࢹの

ᤵᴗを実᪋し㸪内発的動ᶵ࡙けにᙳ㡪することが

᫂らかにした。また㸪課題➼࡬の᝟ሗのᥦ♧の௙

方によっても動ᶵ࡙けはᙳ㡪される。ᒣ本・᳜㔝

（2015）は㸪課題の✀㢮（࢜ーࣉン࢚ンࢻの課題

か㸪ࣟࢡー࢚ࢬンࢻの課題か）によって内発的動

ᶵ࡙けに୚えるᙳ㡪が␗なることを指᦬した。ま

た㸪㕥ᮌ（2011）はࢸスࢺ時にࣝーࣈリࢡࢵをᥦ

♧することによって自ᚊ的な動ᶵ࡙けが㧗まると

した。また㸪課題のᅔ㞴度の予 と動ᶵ࡙けの関
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㐃についても指᦬されている（ᕷᮧ・上⏣・ᴋ見, 
2016）。㐩ᡂ┠ᶆのᵓ㐀が㸪相஫学習を㏻して学

習の動ᶵ࡙けにᙳ㡪を୚えると指᦬されている

（大㇂・ᒸ⏣・୰㇂・ఀ⸨, 2016）。 
 このように動ᶵ࡙け研✲からは㸪教師とのಙ㢗

ឤや相஫学習での交ὶなど㸪理ゎしやすいᤵᴗや

学習のᕤኵを学ᰯが⏝ពすることにより㸪動ᶵ࡙

けが㧗まることが♧၀されている。例えࡤ㸪そう

したᤵᴗ࡙くりが㸪学ᰯ඲యに行ࢃれることによ

って㸪学習に関して教師からẼにかけてもらえて

いるというឤぬや㸪学ᰯとのつながりをឤࡌられ

るような学ᰯ㢼ᅵがᵓᡂされ㸪動ᶵ࡙けに関㐃し

ていると考えられる。 
 2） 自ᕫᴫᛕにᙳ㡪をཬࡰす学ᰯ㢼ᅵのㅖ要⣲ 
 自ᕫᴫᛕの研✲においても㸪次のように㸪学ᰯ

㢼ᅵの4次元にྵまれる要⣲との関㐃を見ฟすこ

とができる（表2）。 

 関係性の次元にྵまれる要⣲に関㐃しては㸪⫯

定的な཭ே関係が自ᑛឤ᝟（Bishop & 
Inderbitzen, 1995 ; Keefe & Berndt, 1996）や自

ᕫຠ力ឤ （Schunl & Meece, 2005）にᙳ㡪する

ことが♧されている。また㸪教師からのフィーࢻ

やὀ┠の௙方などのാきかけが自ᕫຠ力ឤࢡࢵࣂ

にᙳ㡪するともいࢃれている（Schunl & Meece, 
2005）。 
 最後に㸪≀理的⎔ቃや⤌⧊ᵓ㐀の次元に関㐃す

るものとして㸪課外活動や特ู活動のᙳ㡪が指᦬

されている。ලయ的には㸪課外活動や部活動࡬の

ཧ加が自ᑛឤ᝟にṇのᙳ㡪があるという（ᯇᒸ・

ᢲ⃝, 2001㸹Gillis & Speelman, 2008）。また㸪

学ᰯ行事の୰で㸪子ども同士でヰしྜうことや༠

ാすることが㸪自ᕫຠ力ឤにṇのᙳ㡪があること

も指᦬されている（ᶡᮌ・▼㝰, 2006）。一方で㸪

課外活動に関しては㸪一⮴した見ゎが得られてい

ないとの指᦬もある（㐲⸨, 2017）。課外活動に

表 2 㠀ㄆ▱的⬟ຊにᙳ㡪ࢆཬࡍࡰ学校㢼ᅵのㅖ要⣲にࡘい࡚のまとめ 

性ܐؖ दʀ学सگ ෼理దڧ؂ʀૌ৭ߑଆ

ಊؽͰ͜
�中Ҭ��2015�״΃の৶བࢥگ
૮ޕ学स�୉୫ʀԮీʀ中୫ʀґ౽��2016）

दۂのࡑΕ๏ʙυδ΢ϱ（⾼֠ʀీ௼ʀ中੤ʀഀʀ
ࠦʓ໨��2009）
τηφ࣎のϩʖϔϨρέの఑ࣖ（ྵ໨�2011）
�中Ҭ��2015�೨ݔΔの඲Ճ͖ࢥگ
ΨʖϕϱΦϱχの՟ୌ（ࢃຌʀ৪໼��2015）
学級໪ඬ�୉୫ʀԮీʀ中୫ʀґ౽��2016）
૮ޕ学स�୉୫ʀԮీʀ中୫ʀґ౽��2016）

೨֕ހࣙ
ϛζτΡϔ͵༓ਕؖܐ（%LVKRS�	
,nGHUELW]Hn�1995���.HHIH	%HUnGW��1996）
�0HHFH��2005	のಉ͖͘͜（6FKXnOࢥگ

部׈ಊ΃のࢂՅ（নԮʀԣᖔ��2001���஝ଞʀ઴ݬʀ
⼩ྜྷ�2007）
՟׈֐ಊ΃のࢂՅ�)OHWFKHU�1LFNUHVRn��ˏ
:ULJKW�2003���*LOOLV	6SHHOPDn�2008���0ROLnXHYR�
%RnLOOR�3DUGR�'RYDO�	�7RUUXELD����2010�
学校ࣆߨ΃のࢂՅ�Ցຌ��2014�
学校ࣆߨͲのڢಉ（Ḽ໨ʀ੶��2006܀）

ऀճ性ͳಕಛ性

ຘೖΏೖʓのؖΚΕ๏�੪໨�2014）
�LVHnEHUJ)）ܐؖ͏⾼ͳの࣯のࢥگ
6SLnUDG�	.DnIR�1RDP��2015�
஧ؔͳのؖܐ（(LVHnEHUJ��6SLnUDG�	.DnIR�1RDP�
2015�

��)URK	�ःͶؖͤΖϕϫήϧϞ（%RnR�.UDNDXHU״
2015�

�Յ（(LVHnEHUJࢂಊ΃の׈͵ճదऀ޴
6SLnUDG�	.DnIR�1RDP��2015�
部׈ಊ�上໼ʀ中�1998ࠒ�ౣຌʀธઔ�2014�上
໼�2014）

ϪζϨΦϱη ίΠ͍͑ؖ͢ܐ性�%HnDUG��2002��%URRNV�2006�
क体దͶࢂՅͲ͘Ζؽճ�%HnDUG��2002�
%URRNV�2006�
ࣙ෾ͲࢂՅͲ͘Ζؽճ�%URRNV�2006�

ˠ�҈ৼʀ҈全Ͷͯ͏ͱの࣏ݫͺɼؖ࿊͗͵͖ͮͪͪΌͶ͢ࡎىͱ͏͵͏

学校෫ౖの࣏ݫ
ඉ೟எద೵ྙ
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ついては㸪༢なるཧ加するかどうかだけではなく㸪

課外活動の在り方についても㐺ษなᕤኵが必要と

考えられる。 
 以上より㸪Ⰻዲな཭ே関係やⰋዲな教師との関

係の୰で㸪子ども同士が༠ാ的に学ᰯ行事に取り

⤌めるような学ᰯ㢼ᅵによって自ᕫᴫᛕが育まれ

ることが♧၀された。 
3） ♫఍性や㐨ᚨ性にᙳ㡪をཬࡰす学ᰯ㢼ᅵの

ㅖ要⣲ 
 同ᵝに㸪♫఍性や㐨ᚨに関する研✲から㸪学ᰯ

㢼ᅵの4次元に関する要⣲を整理した（表2）。 
 関係性の次元として㸪助けྜう࣏ࢧーࢸィࣈな

関ࢃり方が㐨ᚨ性やᚨを育ࡳ（㟷ᮌ, 2014）㸪教

師㸪௰間とのⰋዲな関係性が㸪共ឤ・同᝟㸪向♫

఍的行動にᙳ㡪している（Eisenberg, Spinrad, & 
Sadovsky, 2006） 。 
 次に㸪教ᤵ・学習に関する次元として㸪ឤㅰࣉ

 ,ラムの有↓など（Bono, Krakauer, & Frohࢢࣟ
2015）㸪♫఍性や᝟動性の学習のࢢࣟࣉラムの導

ධも㸪㠀認▱的⬟力の⋓得に関㐃があると考えら

れる。 
 最後に㸪≀理的⎔ቃや⤌⧊ᵓ㐀に関する次元に

ྵまれる要⣲としては㸪部活動࡬のཧ加がラ࢖フ

スキࣝの⋓得にᙳ㡪する（上㔝,2014 ; ᓥ本・⡿

ᕝ,2014）とされている。 
 これらから㸪࣏ࢧーࢸィࣈな関係性があり㸪♫

఍性と᝟動に関する学習内容が導ධされるような㸪

♫఍性や㐨ᚨ性に関心の㧗い学ᰯ㢼ᅵの在り方や㸪

課外活動にཧ加できる学ᰯ㢼ᅵがᙳ㡪を୚えてい

ると考えられる。 
 4） レジリ࢚ンスにᙳ㡪をཬࡰす学ᰯ㢼ᅵのㅖ

要⣲ 
 最後に㸪レジリ࢚ンスの研✲においても㸪同ᵝ

に学ᰯ㢼ᅵの4次元にྵまれる要⣲との関㐃を整

理した（表2）。 
 関係性の次元として㸪஫いにẼを௜けあう⎔ቃ

（Benard, 1991/2002 ; Brooks, 2006）㸪≀理的⎔

ቃや⤌⧊ᵓ㐀に関する次元として㸪主య的にỴ定

するᶵ఍が㇏ᐩにある学ᰯ⎔ቃが㸪レジリ࢚ンス

の育ᡂに⫯定的なᙳ㡪をཬࡰすことが♧၀されて

いた（Benard, 1991/2002 ; Brooks, 2006）。 
 5） 㠀認▱的⬟力研✲から見る㠀認▱的⬟力⋓

得にཬࡰす学ᰯ㢼ᅵのㅖ要⣲についてのまとめ 
以上㸪㠀認▱的⬟力⋓得をಁ進する学ᰯ㢼ᅵの

ㅖ要⣲を㸪㠀認▱的研✲から見ฟし整理した。 

関係性の次元として㸪Ⰻዲな཭ே関係㸪࣏ࢧー

な教師との関係性が共㏻していた。学習のࣈィࢸ

次元として㸪相஫学習での交ὶ㸪理ゎしやすいᤵ

ᴗや学習の在り方㸪ኌのかけ方など学習に関して

Ẽにかけてもらえているというឤぬが共㏻してい

ると考えられる。≀理的⎔ቃやไ度の次元として㸪

学ᰯ行事や部活動にཧ加できること㸪その୰で༠

ാ的に取り⤌めること共㏻していることだと考え

られた。 
すなࢃち㸪Ⰻዲな཭ே関係㸪࣏ࢧーࢸィࣈな教

師との関係性をᇶ┙として㸪理ゎしやすい課題や

相஫交ὶがᅗれるᤵᴗの在り方㸪༠ാ的に活動で

きる学ᰯ行事や部活動などが行える学ᰯ㢼ᅵの୰

で㸪㠀認▱的⬟力が育まれると考えられる。 
 
ϫ 㠀ㄆ▱的⬟ຊࢆ育む学校㢼ᅵの特ᚩ 

 このように学ᰯ㢼ᅵ研✲および㠀認▱的⬟力研

✲のᴫ観から㸪心㌟ともにᏳ඲であり㸪ᑛ重され

るⰋዲな関係性をᇶ┙に㸪ேと交ὶしながら学べ

る学ᰯ㢼ᅵが㸪㠀認▱的⬟力の⋓得に⫯定的なᙳ

㡪を୚えることが指᦬された。 
なかでも㸪関係性の次元については㸪多くの研

✲⤖ᯝがあり㸪㠀認▱的⬟力育ᡂにおける重要性

が♧၀される。学⣭㢼ᅵ研✲など他の㢼ᅵ研✲か

らも㸪関係性の次元の⢭⚄的೺ᗣ࡬のᙳ㡪や⢭⚄

的೺ᗣ࡬の予㜵࡬の重要性は指᦬されてきた

（Moos, 1979 ; ఀ⸨・ᯇ஭,1998）。㠀認▱的⬟

力には㸪ၥ題ゎỴ⬟力や࣑ࢥュࢽケーࢩョンスキ

ࣝなど㸪ேとの関ࢃりのなかで育まれる要⣲が多

くある。そうしたことからも㸪とりࢃけ関係性が

Ⰻዲな㢼ᅵ㸪ேとேの関ࢃりྜいをಁ進する㢼ᅵ

は㸪㠀認▱的⬟力育ᡂに重要といえるのではない

だࢁうか。 
加えて㸪≀理的⎔ቃ・⤌⧊ᵓ㐀の次元において

も㸪部活動や学ᰯ行事࡬のཧ加や㸪学ᰯ生活の୰

でᵝࠎなཧ加のᶵ఍があることが㸪㠀認▱的⬟力

とṇの関㐃を♧した。教ᤵ・学習の次元でも㸪相

஫学習が㠀認▱的⬟力にᙳ㡪している。これらか

らも㸪主య的なཧ加による多ᵝなேとの関ࢃりや

多ᵝなయ㦂が㸪㠀認▱的⬟力の育ᡂに重要なこと

がうかがࢃれる。新指導要㡿では㸪ᑐヰ的な学び㸪

が学習の୰心に置かれたࢢンࢽラー・ࣈィࢸࢡ࢔

（文部⛉学省,2018）が㸪そうしたᤵᴗ内のᕤኵ

はもちࢇࢁ㸪部活動や学ᰯ行事㸪あるいは㸪子ど

も㐩による学ᰯ生活・学⣭生活の運営など㸪子ど

も㐩の主య的で༠ാ的なཧ加のᶵ఍㸪自主的な取
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り⤌ࡳをಖ㞀し増やしていくことも重要ではない

だࢁうか。 
また㸪学ᰯの୰での⫯定的な関係性は㸪Ᏻ心・

Ᏻ඲の次元がᇶ┙となっているという指᦬もある

（Thapa et al,2013 ; Rudasill et al., 2018）。ཧ

加のᶵ఍も㸪Ᏻ心・Ᏻ඲な㢼ᅵがᇶ┙となること

は言うまでもない。ၥ題行動にᑐする学ᰯのᑐᛂ

を一㈏さࡏることや㸪ၥ題行動にᑐするつᚊが共

有されていることなど㸪Ᏻ定したሙがᰯ内にᵓᡂ

されていることも㸪㠀認▱的⬟力を育ࡴために㸪

重要であると考えられる。 
  
Ϭ 今ᚋの課題 

 本研✲でᴫ観した研✲は㸪学ᰯ㢼ᅵあるいはそ

のㅖ要⣲と㠀認▱的⬟力の関㐃を指᦬したもので

ある。しかし㸪そうしたㅖ要⣲をᣢつ学ᰯ㢼ᅵが㸪

どのようなࣟࣉセスを㏻して㸪㠀認▱的⬟力の⋓

得にᙳ㡪を୚えているのかについては検討できな

かった。௒後㸪㠀認▱的⬟力を育ࣟࣉࡴセスにつ

いて検討することが必要だと考えられる。 
 ௒ᅇのᴫ観で得られた㸪Ᏻ඲な㢼ᅵやⰋዲなே

間関係をᇶ┙に㸪自主的なཧ加をಖ㞀する学ᰯ㢼

ᅵが㸪どのようにಶேの㠀認▱的⬟力⋓得にᙳ㡪

するのか㸪また㸪ಶேの㠀認▱的⬟力⋓得がそれ

をಁ進する㢼ᅵの⥔ᣢ発ᒎにどうᙳ㡪するのかに

ついても㸪事例的検討など㸪方ἲのᕤኵによって

᫂らかにし㸪本✏で得られた⤖ᯝを実ド的に῝め

ていくことも௒後の課題である。 
 また㸪本研✲の㝈⏺として㸪㠀認▱的⬟力の୰

でも代表的な動ᶵ࡙け㸪自ᕫᴫᛕ㸪♫఍性と㐨ᚨ

性㸪レジリ࢚ンスに関しての検討にとどまり㸪こ

れら以外の㠀認▱的⬟力についての検討は行えな

かった。௒後は㸪多ᵝな㠀認▱的⬟力についても㸪

௒ᅇと同ᵝな検討を行い㸪よりᖜᗈい学ᰯ㢼ᅵの

㠀認▱的⬟力࡬のᙳ㡪を検討することも必要と考

えられる。㠀認▱的⬟力の育ᡂについて㸪ᖜᗈく

検討することで㸪㠀認▱的⬟力を育ࡴためにどの

ような学ᰯ㢼ᅵをめࡊすべきかについて㸪さらな

る理ゎが῝まると考えられる。 
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